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6月20日に２年生がおやじ・おふくろの会の皆さんとJAの職員の方に教えてもらって田植えをしました。
まず、教室でロープを使っての田植えの仕方を教わり、JAの職員の方からは、今年の田植えの銘柄である
香川県オリジナル米の「おいでまい」について聞きました。次に、外で田植えを経験しました。最初は、ぬか
るみに足を取られて思うように動くこともできなかった子どもたちも、サポーターの皆さんにコツを教わると
泥んこになりながらも少しずつ上手にできるようになりました。秋には、収穫をして「おにぎり給食」でいた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山小学校学校運営協議会 

すくすく健康部会 

掲示ボランティアでは、学校内の掲示物を製作したり、掲

示したりしてくれています。また、古くなった作品にも修正をし
て新しく素敵な作品に生まれ変わらせています。四季折々の
作品を作って季節感を高めたり、入学式、卒業式等の行事
に関わる作品も作って飾ってくださったりしています。子ども
たちも、掲示ボランティアさんの作品を楽しみにしています。 

にこにこ生活部会 



   

 

 

白山小学校では、蓮井歯科・ファミリークリニックの蓮井先生、歯科衛生士の皆さんと歯の健康を考える学
習を学年ごとのテーマに沿って行っています。今年は、6月より歯科授業が始まりました。6年間を通じての歯科
授業で子どもたちの歯の健康が守られています。1年生の歯科授業では、歯の王様と言われている「6さいき
ゅう歯」の大切さや正しい歯磨きの仕方「クール法」を教わりました。子どもたちは歯科衛生士さんたちに教え
てもらいながらていねいに歯磨きをしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は、総合的な学習の時間（はくざんっ子）で、「はくざんのきらりを見つけよう！」をテーマに校区の 
良さを発見する活動をしています。6月には、パック三樹・藤井製麺・大三機工を訪問し、それぞれの会社
の方から特色ある仕事についてお聞きし、製造工程などを見学しました。自分たちの校区には、いろいろな
産業があり、さまざまな「きらり」があることを再確認する地域探検になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく学習部会 

すくすく健康部会 

わくわく学習部会 

ファンタジーさんによる読み聞かせが始まりました。朝の
読書タイムの読み聞かせでは、季節や学習に関連した本
や紙芝居など子どもたちの興味・関心に合わせて図書の
選定には細心を払ってくれています。子どもたちは、わくわ

くしながら本や紙芝居の世界に聞き入っています。 

わくわく学習部会 

大三機工 藤井製麺 パック三樹 


